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３
面
か
ら
の
つ
づ
き

　　福
井
県
支
部

地
域
の
宝
・
少
年
を

　非
行
か
ら
守
ろ
う

パ
ネ
ル
展
の
開
催

九
月
二
十
三
日
（
日
）、
福

井
県
支
部
（
支
部
長
中
嶋
光

子
）
は
福
井
市
和
田
地
区
の

「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
に
お
い

て
少
年
非
行
防
止
パ
ネ
ル
展

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
文
化
の
向

上
と
地
域
の
安
全
安
心
を
守

り
住
民
の
連
携
を
図
る
た
め

毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ

て
お
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
大
勢
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

福
井
県
支
部
で
は
、
善
行

普
及
活
動
の
一
環
と
し
て
恒

例
の
少
年
非
行
防
止
パ
ネ
ル

展
を
企
画
し
、
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
万
引
き
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
犯

罪
の
防
止
」
と
決
め
、
パ
ネ

ル
展
示
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
、
会
場
の
公
民
館
に
設

営
さ
れ
た
展
示
コ
ー
ナ
で
は

パ
ネ
ル
の
前
で
支
部
会
員
が

ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
ベ
ス
ト
を
着

用
し
て
説
明
を
行
い
、
日
本
善

行
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
福

井
県
支
部
記
名
入
り
の
ボ
ー

ル
ペ
ン
、
非
行
防
止
連
鶴
な

ど
を
配
っ
て
犯
罪
の
実
態
と

そ
の
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
の
前
に
は
小
、
中

学
生
や
父
兄
が
集
ま
り
、
会

員
の
説
明
を
熱
心
に
聴
き
、

い
ろ
い
ろ
な
質
問
も
出
て
い

ま
し
た
。

中
学
校
一
年
の
男
児
は「
中

学
生
に
な
っ
て
ス
マ
ホ
で
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
始
め
た
が
、
変
な
サ

イ
ト
に
は
ク
リ
ッ
ク
し
ま
せ

　　福
岡
県
北
九
州
支
部

春
季
・
特
別
善
行
表
彰

伝
達
式
の
開
催

北
九
州
支
部
は
今
回
伝
達

式
を
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。

六
月
二
十
六
日
行
橋
市
市

長
室
で
田
中
純
市
長
の
ご
出

席
を
い
た
だ
き
、
永
野
事
務

局
長
の
司
会
で
野
村
支
部
長

よ
り
出
席
者
の
紹
介
、
受
賞

者
へ
の
お
祝
い
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。
受
賞
者
末
松
六

則
様
へ
市
長
よ
り
表
彰
状
、

銀
賞
が
手
渡
さ
れ
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
末
松
様
の

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
事

務
局
長
よ
り
閉
会
の
言
葉
が

あ
り
記
念
写
真
と
な
り
ま
し

た
。緊

張
感
の
あ
る
内
に
も
和

や
か
な
伝
達
式
で
し
た
。

六
月
二
十
八
日
北
九
州
市

立
千
代
小
学
校
校
長
室
に
お

い
て
、
宮
原
校
長
を
始
め
担

当
の
先
生
、
環
境
美
化
委
員

会
児
童
（
十
二
名
）
の
出
席

の
も
と
、
川
嶋
教
頭
の
司
会

で
支
部
長
よ
り
お
祝
い
の
言

葉
と
日
本
善
行
会
に
つ
い
て

「
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環

境
づ
く
り
」
そ
の
活
動
と
継

続
の
大
切
さ
難
し
さ
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。
環
境
美
化
委

員
代
表
者
へ
表
彰
状
、
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
教
頭
先
生
の

お
言
葉
で
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。
子
供
た
ち
の
緊
張
し
た

顔
と
終
っ
た
時
の
ホ
ッ
ト
し

た
様
子
に
何
か
感
じ
て
の
記

念
写
真
と
な
っ
た
伝
達
式
で

し
た
。

七
月
十
三
日
福
岡
県
立
八

幡
南
高
等
学
校
体
育
館
に
お

い
て
終
業
式
当
日
、
奥
永
校

長
を
始
め
全
校
生
徒
約
八
百

名
の
出
席
の
も
と
教
頭
先
生

司
会
で
伝
達
式
を
開
催
し
ま

し
た
。

支
部
長
よ
り
お
祝
い
の
お

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

ひ
め
じ

↓

日
女
道

↓

姫
道

↓

姫
地

↓

姫
路
に
な
っ
た
。

池
田
家
が
一
六
〇
二
年
に
入

府
し
、
現
在
も
呼
ば
れ
て
い

る
大
変
美
し
い
地
名
「
姫
路
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
姫
路
城
、
は
く
ろ
城
、

し
ら
さ
ぎ
城
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

池
田
家
が
入
府
し
て
か
ら

一
番
に
町
な
み
、
外
堀
、
中
堀
、

内
堀
と
左
ま
わ
り
の
三
重
の

堀
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ

の
次
は
、
現
在
で
も
残
っ
て

い
る
街
づ
く
り
に
力
を
入
れ

ま
し
た
。
豊
臣
時
代
は
、
城

の
東
側
を
南
側
に
諸
国
の
旅

人
、
大
名
が
姫
路
を
通
行
す

る
時
、
南
側
に
替
え
て
い
ま

す
。
そ
の
時
に
新
し
い
町
な
み

二
階
町
の
建
物
を
東
西
、
約

八
〇
〇
ｍ
の
町
な
み
が
残
っ

て
い
る
。
変
わ
っ
た
町
名
で

は
、「
魚う

お
ま
ち町
」「
忍し

の
ぶ
ま
ち町
」
池
田

家
は
、
忍
者
が
五
十
九
名
も

居
た
よ
う
で
す
。
内
堀
地
に

は
、
上
級
武
士
、
中
堀
地
に
は
、

下
級
武
士
と
豪
商
人
が
住
み
、

外
堀
地
に
は
一
般
町
民
が
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
。
内
堀
地

に
は
、
家
が
約
四
〇
〇
軒
あ

り
、
番
地
が
皆
、
本
町
六
十
八

番
地
で
現
在
生
活
し
て
い
る

有
名
な
住
所
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
お
も
し
ろ
い
ビ
ル

が
あ
り
ま
す
。
ガ
ラ
ス
張
り

世界文化遺産国宝「姫路城」と町なみ！

兵庫県支部

五
階
建
て
、
中
央
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
屋
上
に
昇
る
と
正
面

に
「
世
界
文
化
遺
産
国
宝
姫

路
城
」
が
パ
ノ
ラ
マ
の
よ
う

に
眺
め
ら
れ
る
イ
ー
グ
レ
姫

路
ビ
ル
が
あ
り
ま
す
。
最
高

の
場
所
で
す
。
一
度
は
見
て

く
だ
さ
い
。

日
本
の
お
城
は
黒
色
と
白
い

お
城
が
あ
り
ま
す
。
黒
い
城
は

豊
臣
家
の
時
代
、
白
い
お
城
は

徳
川
家
の
時
代
に
！
姫
路
城
は

黒
色
か
ら
白
色
に
！
建
物
を
大

き
く
見
せ
る
！
拡
張
し
て
い

ま
す
。
お
城
の
外
観
は
五
層

内
部
は
地
上
六
階
、
地
下
一

階
計
七
階
建
て
に
な
っ
て
い

ま
す
。
奇
数
階
で
す
。

連
立
式
で
大
き
い
天
守
、
小

さ
い
天
守
三
と
四
つ
の
天
守

が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
大
天
守

の
心
柱
は
東
と
西
に
、
地
下

室
よ
り
大
天
守
を
支
え
て
い

ま
す
。
東
心
柱
は
直
径
九
七

㎝
、高
さ
二
四
．
八
ｍ
「
モ
ミ
」

の
木
で
す
。
天
守
三
階
に
上

が
る
と
、
体
感
出
来
ま
す
。

こ
の
城
世
界
文
化
遺
産
に
指

定
さ
れ
て
今
年
で
二
十
五
周

年
と
い
う
こ
と
で
、
日
々
観

光
の
人
が
多
く
来
城
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
は
お

い
で
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

善
行
川
柳	

選
者	

東

　
　逸
平

○

衣
食
住

　足
り
て
健
康

　今
日
の
幸

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
同
じ
作
者
か
ら
３
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
和
日
本

の
幸
せ
を
詠
ん
だ
こ
の
句
を
採
り
ま
し
た
。
世
界
に
は
食
べ
る
事

も
出
来
な
い
人
達
の
ニ
ュ
ー
ス
が
溢
れ
て
い
る
の
に
、「
衣
食
住
」

と
い
う
言
葉
が
新
鮮
に
聞
こ
え
ま
す
ね
。

○

時
の
風

　い
つ
し
か
疎
ら

　移
り
ゆ
く

静
岡
県

真
野

　和
代

評
／
俳
句
作
者
ら
し
い
用
語
を
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
も
う
少
し
主
題

が
分
か
る
よ
う
に
詠
む
と
良
い
で
す
ね
。

○

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　交
わ
す
笑
顔
で

　ま
た
明
日

香
川
県

丸
野

　忠
義

評
／
あ
り
の
ま
ま
を
素
直
に
詠
み
ま
し
た
。

　情
景
が
目
の
前
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

○

施
設
慰
問

　稽
古
の
成
果

　引
っ
提
げ
て

大
分
県

佐
藤

　満
洋

評
／
《
引
っ
提
げ
て
》
が
少
し
気
に
な
り
ま
す
ね
。

　重
い
楽
器
を
持
っ
て
訪
問
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　稽
古
の
成
果
で
す
か
ら
、
琴
と
か
和
楽
器
か
な
？
成
果
は
如
何
で

し
た
か
？
相
手
の
喜
ぶ
笑
顔
が
見
た
か
っ
た
で
す
ね
。

　　大
分
県
大
分
支
部

福
祉
施
設
を
芸
能
慰
問

九
月
二
十
六
日
、
松
井
猛
支

部
長
を
は
じ
め
、
芸
能
奉
仕

班
長
、
帆
玉
澄
子
副
支
部
長
、

佐
藤
満
洋
、
立
川
寿
両
副
支

部
長
ほ
か
十
五
人
が
、
大
分

市
高
江
の
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
ま
な
と
」
を
訪
問
、
芸
能

奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

同
施
設
で
は
敬
老
行
事
の

一
環
と
し
て
、
こ
の
芸
能
奉

仕
を
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た

の
で
、
会
場
と
舞
台
が
一
体

と
な
っ
て
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

初
め
に
敬
老
表
彰
が
行
わ

れ
、
続
い
て
芸
能
舞
台
と
な

り
ま
し
た
。

幕
開
け
は
松
井
支
部
長
の

作
詞
作
曲
の
民
謡
「
海
舟
・

龍
馬
豊
後
路
を
ゆ
く
」
で
、

舞
台
の
途
中
に
健
康
体
操
二

種
を
挟
ん
で
、
民
謡
「
コ
ツ

コ
ツ
節
」、「
水
郷
音
頭
」、
踊

り
「
お
て
も
や
ん
」、
歌
謡
浪

曲
「
俵
星
玄
番
」、
踊
り
「
壷

坂
情
話
」、
詩
吟
「
長
寿
賛

歌
」、
民
謡
「
大
分
め
じ
ろ
ん

音
頭
」
な
ど
が
続
き
、
約
一

時
間
半
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。

言
葉
と
日
本
善
行
会
に
つ
い

て
紹
介
、
受
賞
内
容
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員

会
会
長
へ
表
彰
状
、
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
教
頭
先
生
の
閉

会
の
言
葉
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
伝
達
式
で
は
校
長

先
生
を
始
め
多
く
の
学
校
関

係
者
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
様
方
等
多
く
の

方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

終
わ
り
ま
で
緊
張
の
あ
っ
た

式
が
開
催
さ
れ
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　　東
京
都
板
橋
支
部

本
年
も
恒
例
の
板
橋
区
民

ま
つ
り
会
場
に
於
い
て
秋
晴

れ
の
中
十
月
二
十
日
、「
な

つ
か
し
さ
と
新
し
さ
に
出
会

え
る
町
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
板
橋
支
部
有
志
の
方
々

が
折
鶴
を
配
布
い
た
し
ま
し

た
。毎

年
楽
し
み
に
し
て
い
る

方
々
も
い
て
、
笑
顔
で
受
け

取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　熊
本
県
宇
土
支
部

九
州
支
部
協
議
会

熊
本
大
会
の
開
催

熊
本
大
会
は
、
十
月
二
十

日
一
泊
二
日
で
熊
本
天
草
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
宇
土
市
長
、
県
議
を

来
賓
に
迎
え
開
催
地
山
下
支

部
長
の
歓
迎
挨
拶
、
濱
武
支

部
協
議
会
会
長
か
ら
は
各
支

部
課
題
を
抱
え
る
中
、
本
大

会
に
お
い
て
情
報
を
交
換
し

課
題
を
克
服
し
よ
う
と
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。
勝
野
会
長
か

ら
は
日
頃
の
活
動
に
労
い
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
会
員
の
高
齢
化
・

会
員
拡
大
・
事
業
費
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
等
々
多
く
の

課
題
が
出
さ
れ
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
勝

野
会
長
か
ら
善
行
会
現
場
の

声
を
持
ち
帰
り
全
国
支
部
の

活
動
に
役
に
立
て
る
よ
う
さ

ら
に
情
報
発
信
を
図
る
旨
の

回
答
を
た
だ
き
ま
し
た
。

夜
は
、
会
員
相
互
の
友
情

の
輪
が
開
く
大
会
恒
例
の
懇

親
会
、
今
回
は
勝
野
会
長
の

同
席
に
各
支
部
競
い
合
い
の

余
興
に
も
熱
を
お
び
賑
や
か

な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

ん
」
そ
の
母
親
は
「
中
学
生

に
な
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
始
め
る
と
親
が
知
ら
な
い

う
ち
に
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思

う
と
恐
ろ
し
い
気
が
し
ま
す
。

家
族
全
員
で
気
を
つ
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
お
り
、
我
々
の
活

動
の
趣
旨
を
理
解
し
た
よ
う

で
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。




